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秋田市長 穂積 志
���

２

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
、
新
し
い
年
の
幕
開
け
を
み
な

さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

最
近
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
電
子
メ
ー
ル
で
新
年

の
挨�

�

拶�
�

を
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
よ
う
で

す
が
、
普
段
会
え
な
い
友
人
や
知
人
な
ど
か
ら
は
が

き
の
年
賀
状
を
い
た
だ
く
の
も
、
や
は
り
う
れ
し
い

も
の
で
す
。

毎
年
、
年
賀
は
が
き
と
同

時
に
発
売
さ
れ
る
年
賀
切

手
。
今
年
の
干
支

�

�

、
亥
(い

の
し
し
)の
図
柄
に
は
、
八

橋
地
区
に
伝
わ
る
土
人
形

｢八
橋
人
形
｣の
い
の
し
し

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

素
朴
で
親
し
み
深
い
｢八
橋
人
形
｣は
、
江
戸
時
代

の
中
頃
に
京
都
の
伏
見
か
ら
移
り
住
ん
だ
人
形
師

が
伝
え
た
と
も
い
わ
れ
、
学
問
の
神
様
･菅
原
道
真

公
を
ま
つ
っ
た
八
橋
地
区
の
菅
原
神
社
の
天
神
信

仰
な
ど
と
結
び
つ
き
、
縁
日
に
は
た
く
さ
ん
の
人
形

屋
で
に
ぎ
わ
う
な
ど
、
庶
民
も
気
軽
に
買
え
る
人
形

と
し
て
長
く
愛
さ
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。

戌�
�

年
の
昨
年
は
、
｢秋
田
犬
ふ
れ
あ
い
処

�
�
�

in
千
秋

公
園
｣に
約
３
万
人
も
の
か
た
が
た
を
お
迎
え
す
る

な
ど
、
秋
田
犬
の
話
題
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
今
年
も
干
支
に
ち
な
ん
で
、
秋
田
の
暮
ら
し
に

根
付
い
て
き
た
伝
統
的
な
郷
土
玩
具
に
注
目
が
集

ま
り
、
明
る
い
話
題
で
一
年
の
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
れ

る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

｢平
成
｣も
残
り
わ

ず
か
と
な
り
、
５
月

１
日
に
は
元
号
が
新

し
く
な
り
ま
す
。

平
成
元
年
は
、
市

制
施
行
100
周
年
。
明

治
22
年
４
月
１
日
、

秋
田
町
が
秋
田
市
に

生
ま
れ
変
わ
っ
て
か

ら
、
ち
ょ
う
ど
100
歳

の
誕
生
日
で
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
千
秋
公
園

に
市
街
地
を
一
望
で
き
る
久
保
田
城
御
隅
櫓
が
復

元
さ
れ
、
ア
ト
リ
オ
ン
に
は
千
秋
美
術
館
が
オ
ー
プ

ン
す
る
な
ど
、
中
心
市
街
地
を
は
じ
め
、
全
市
で
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
の
本
市
の
歩
み
を
た
ど
る
と
、
秋
田
公
立
美

術
工
芸
短
大
の
開
学
(平
成
７
年
)、
中
核
市
へ
の
移

行
(９
年
)、
旧
河
辺
町
･雄
和
町
と
の
合
併
(17
年
)、

秋
田
わ
か
杉
国
体
の
開
催
(19
年
)、
エ
リ
ア
な
か
い

ち
の
オ
ー
プ
ン
(24
年
)、
秋
田
公
立
美
術
大
学
の
開

学
(25
年
)、
新
庁
舎
の
オ
ー
プ
ン
(28
年
)な
ど
を
は

じ
め
、
た
く
さ
ん
の
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
は
、
市
制
施
行
130
周
年
。
市
の
さ
ま

ざ
ま
な
企
画
や
行
事
の
際
に
130
周
年
を
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
で
、
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
に
思
い
を
致

し
、
郷
土
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
深
め
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
成

-100
歳
か
ら
130
歳
に

市制施行100周年記念モニュメ
ントは今も市庁舎の前に

新しい時代へ、つなぐ
一日、一日を大切にしながら新春

市長コラム

太平川沿いの桜並木

＊SNS＝｢Social Networking Service｣の略。インターネットを介した情報交流手段。

２
０
１
８
(平
成
30
)年

11
月
１
日
(木)
発
行

平
成
31
年
用
年
賀
82
円
郵
便
切
手

(八
橋
人
形
｢干
支
･亥
)｣
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＊CCRC＝｢Continuing Care Retirement Community(継続的なケア付きの高齢者の共同体)｣の略。

千秋公園お堀のハス

白
の
ジ
ャ
ー
ジ
が
フ
ィ
ジ
ー
共
和
国
の

ラ
グ
ビ
ー
代
表
チ
ー
ム

秋田駅ぽぽろーど。秋田杉をふんだん
に使用した温もりある雰囲気です

｢県都の顔｣としての整備が計画される
秋田駅西口駅前広場

今
年
は
い
よ
い
よ
｢ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
｣が
日
本
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
と
も
に
、
世

界
三
大
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
い
わ
れ
、
最
高
峰
の

プ
レ
ー
を
間
近
で
見
ら
れ
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
秋

田
市
で
は
、
フ
ィ
ジ
ー
共
和
国
代
表
チ
ー
ム
の
事
前

合
宿
受
け
入
れ
に
向
け
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
計
画

に
基
づ
い
て
、
中
学
生
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
の
相
互
交

流
な
ど
を
行
い
な
が
ら
誘
致
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

〝
４
年
に
一
度
じ
ゃ
な
い
。
一
生
に
一
度
だ
。
〟

大
会
の
公
式
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
と
お
り
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
市
民
の
心
に
一
生

刻
ま
れ
る
経
験
に
な
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て

お
り
、
私
も
チ
ー
ム
を
お
迎
え
で
き
る
こ
と
を
心
待

ち
に
し
て
い
ま
す
。

秋
田
駅
周
辺
で
は
、
こ
こ
数
年
、
民
間
事
業
者
が
主

体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

西
口
で
は
、
平
成
29
年
３
月
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
秋
田

支
社
が
新
築
･移
転
し
、
そ
の
跡
地
で
は
秋
田
放
送

新
社
屋
の
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。
同
年
４
月
に

は
、
秋
田
駅
西
口
の
施
設
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
。

秋
田
杉
を
活
か
し
た
秋
田
駅
の
木
質
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
完
了
し
、
駅
舎
機
能
や
商
業
施
設
、
立
体
駐

車
場
も
充
実
し
ま
し
た
。
ま
た
、
｢秋
田
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ

Ｃ
拠
点
整
備
事
業
｣と
し
て
、
地
元
の
不
動
産
会
社

が
金
融
機
関
と
協
力
し
、
多
世
代
共
生
型
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ

マ
ン
シ
ョ
ン
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

東
口
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
｢ペ
ッ
カ
ー
ズ
｣や
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ

ッ
ツ
の
練
習
拠
点
と
な
る
体
育
館
と
保
育
施
設
な

ど
を
一
体
的
に
整
備
す
る
｢Ｊ
Ｒ
秋
田
ゲ
ー
ト
ア
リ

ー
ナ
計
画
｣が
進
ん
で
い
る
ほ
か
、
合
宿
所
を
兼
ね

た
学
生
向
け
マ
ン
シ
ョ
ン
も
建
設
中
で
す
。

こ
う
し
た
民
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
動
き
も
あ
っ

て
、
地
価
の
下
げ
止
ま
り
傾
向
も
続
い
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
た
大
き
な
前
進
と
感

じ
て
お
り
、
最
近
の
秋
田
駅
と
そ
の
周
辺
が
に
ぎ
わ

う
様
子
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
な
い
か
た
は
、
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

民
間
の
動
き
に
呼
応
し
て
、
本
市
も
秋
田
駅
西
口

駅
前
広
場
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
秋
田
放

送
新
社
屋
と
ぽ
ぽ
ろ
ー
ど
と
の
間
の
区
域
に
つ
い

て
、
既
存
の
乗
降
場
を
改
修
す
る
ほ
か
、
の
び
の
び

く
つ
ろ
げ
る
芝
生
広
場
な
ど
と
し
て
整
備
し
、
ぽ
ぽ

ろ
ー
ど
の
軒
下
の
空
間
を
一
体
的
に
活
用
し
た
マ

ル
シ
ェ
の
開
催
な
ど
も
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
｢県

都
の
顔
｣に
ふ
さ
わ
し
い
広
場
と
な
る
よ
う
検
討
を

進
め
て
お
り
、
新
社
屋
で
の
放
送
開
始
に
合
わ
せ
２

０
２
０
年
春
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

-

フ
ィ
ジ
ー
代
表
の
事
前
合
宿
を

民
間
に
よ
る
秋
田
駅
周
辺
の

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

駅
前
の
芝
生
広
場
で
の
ん
び
り
と

〈
次
の
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
き
ま
す
〉

＊
誘
致
結
果
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



４

秋
田
駅
か
ら
、
広
小
路
や
仲
小
路
を
進
み
、
千
秋

公
園
に
至
る
一
帯
に
は
、
県
立
美
術
館
や
千
秋
美
術

館
、
に
ぎ
わ
い
交
流
館
な
ど
の
文
化
施
設
が
集
積
し

て
い
ま
す
。

ま
ち
や
暮
ら
し
の
中
に
根
付
く
身
近
な
｢文
化
｣

と
、
日
常
に
新
た
な
視
点
を
与
え
、
感
性
を
刺
激
す

る
｢芸
術
｣は
、
私
た
ち
の
心
に
豊
か
さ
や
潤
い
を
も

た
ら
し
、
さ
ら
に
は
、
人
や
ま
ち
に
新
し
い
価
値
を

見
い
出
し
、
未
来
を
創�

�

る
力
を
育�

�
�

む
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
考
え
も
あ
っ
て
、
市
で
は
、
成
長
戦
略

の
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
｢芸
術
･文
化
に
よ
る
ま
ち
お

こ
し
｣を
掲
げ
、
中
心
市
街
地
を
芸
術
文
化
ゾ
ー
ン

と
し
て
充
実
さ
せ
る
た
め
、
｢千
秋
公
園
を
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
た
魅
力
あ
る
芸
術
文
化
の
香
り
高

い
空
間
の
創
造
｣に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
核
と
な
る
事
業
の
一
つ
が
、
県
･市
連
携
文

化
施
設
整
備
事
業
で
す
。

こ
の
施
設
は
、
全
県
を
カ
バ
ー
す
る
県
民
会
館

と
、
県
都
秋
田
市
の
文
化
会
館
の
機
能
を
継
承
す
る

も
の
で
、
県
･市
が
別
々
に
整
備
す
る
よ
り
も
整
備

費
の
大
幅
な
縮
減
が
図
ら
れ
る
ほ
か
、
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
な
ど
で
ホ
ー
ル
の
一
体
的
利
用
が
可
能
に
な
る

な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
、
人
口
減
少
下
の
公
共
施

設
の
効
率
的
な
整
備
手
法
と
し
て
、
わ
が
国
に
お
け

る
今
後
の
モ
デ
ル
に
な
り
得
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

建
物
は
地
上
６
階
、
地
下
１
階
の
７
層
構
造
。
２

千
席
の
｢高
機
能
型
ホ
ー
ル
｣と
800
席
の
｢舞
台
芸
術

型
ホ
ー
ル
｣を
備
え
、
施
設
内
に
は
、
練
習
室
や
研
修

室
、
小
ホ
ー
ル
に
も
な
る
リ
ハ
ー
サ
ル
室
、
各
種
展

示
会
に
も
使
用
で
き
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
、
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
も
配
置
す
る
予
定
で
す
。
現
在
、
県
民
会

館
の
解
体
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
春
頃
に
は

本
体
工
事
に
着
工
し
、
２
０
２
１
年
度
中
の
開
館
を

め
ざ
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
う
一
つ
の
核
と
な
る
旧
県
立
美
術
館
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
昨
年
７
月
以
降
、
市
民
と
と
も
に
中
心

市
街
地
一
帯
の
未
来
像
を
描
き
、
同
館
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
、
実
現
し
た
い
夢
の
企
画
を
考
え
る
｢せ
ば
な

る
あ
き
た
｣と
題
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
４
回
開

催
し
て
き
ま
し
た
。
目
的
は
次
の
４
つ
。

・
旧
県
立
美
術
館
を
活
用
す
る
こ
と
で
実
現
し
た

い
、
｢あ
り
た
い
｣ま
ち
の
未
来
を
考
え
る

・
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
…
旧
県
立
美
術
館
の

｢こ
ん
な
場
所
に
な
れ
ば
い
い
｣｢こ
ん
な
の
が
あ

れ
ば
い
い
｣を
考
え
る

・
集
ま
っ
た
み
な
さ
ん
の
関
係
性
を
深
め
る

・
旧
県
立
美
術
館
と
そ
の
周
辺
が
に
ぎ
わ
う
ワ
ク
ワ

ク
を
考
え
る

中
心
市
街
地
を
芸
術
文
化
ゾ
ー
ン
に

県
･市
連
携
文
化
施
設

-

２
０
２
１
年
度
中
の
開
館
を
め
ざ
し
て

旧
県
立
美
術
館
の
活
用

-

｢せ
ば
な
る
あ
き
た
｣

秋田国際ダリア園

芸術文化ゾーンとして充実が図られ
る中心市街地

県･市連携文化施設の完成予想図。右が中土橋側から見た外観、
左が２千席を備えた高機能型ホール
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一
般
の
市
民
や
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
あ
き
た
、
秋
田
公
立
美
術
大
学
、

秋
田
高
専
、
市
内
の
経
営
者
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
や
意
見
を
持
っ
た
か
た
が

た
の
参
加
･協
力
の
も
と
で
検
討
し
た
内
容
は
、
年

度
内
に
作
成
す
る
運
営
管
理
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い

き
ま
す
。
｢運
営
管
理
計
画
｣と
い
う
名
称
か
ら
は
ち

ょ
っ
と
想
像
で
き
な
い
、
｢読
み
た
い
｣｢気
に
な
る
｣

と
思
わ
せ
る
よ
う
な
内
容
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
ご
期
待
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
30
年
、
最
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
夏
の
甲

子
園
で
見
事
準
優
勝
に
輝
い
た
金
足
農
業
高
校
野
球

部
の
活
躍
で
し
た
。
秋
田
で
た
く
ま
し
く
育
っ
た
球

児
た
ち
が
全
力
で
ひ
た
む
き
に
プ
レ
ー
す
る
姿
は
、

秋
田
を
一
つ
に
し
、
私
た
ち
に
大
き
な
感
動
と
鮮
烈

な
記
憶
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

な
か
で
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
準
々
決
勝
の
近

江
高
校
戦
の
サ
ヨ
ナ
ラ
ツ
ー
ラ
ン
ス
ク
イ
ズ
。
｢奇

跡
｣｢ミ
ラ
ク
ル
｣と
い
っ
た
見
出
し
が
新
聞
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
躍
り
、
野
球
の
本
場
ア
メ
リ
カ
の

新
聞
で
も
、
称
賛
の
意
味
を
込
め
て
｢ク
レ
イ
ジ
ー
｣

と
伝
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

ま
さ
に
劇
的
で
あ
り
ま
し
た
。
で
も
そ
れ
は
、

｢人
間
の
力
を
超
え
た
出
来
事
｣と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス

の
あ
る
｢奇
跡
｣で
は
な
く
、
日
頃
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

で
彼
ら
自
身
が
も
ぎ
取
っ
た
勝
利
、
こ
じ
開
け
た
勝

利
の
扉
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
誇
り
と
な
る
卓
越
し
た
活
躍
に
対
し
、
本

市
で
は
昨
年
11
月
、
同
校
野
球
部
に
秋
田
ふ
る
さ
と

市
民
賞
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。
副
賞
の
制
作
は
新
屋

ガ
ラ
ス
工
房
に
依
頼
し
、
学
校
に
は
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス

型
の
ガ
ラ
ス
製
記
念
盾
を
、
選
手
一
人
一
人
に
は
、

甲
子
園
の
砂
を
入
れ
る
た
め
の
野
球
ボ
ー
ル
型
の
ガ

ラ
ス
ボ
ト
ル
を
贈
り
、
地
元
の
若
手
ガ
ラ
ス
作
家
に

よ
る
特
別
な
作
品
を
｢家
宝
に
す
る
｣な
ど
と
大
変
喜

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
農
ナ
イ
ン
の
活
躍
に
刺
激
を
受
け
て
、
次
は
大

人
が
頑
張
る
番
だ
と
い
う
声
を
何
度
も
聞
き
ま
し

た
。
私
も
〝
日
々
初
心
〟
、
｢誰
か
の
た
め
に
頑
張

る
｣と
い
う
初
心
を
忘
れ
ず
に
、
ま
ち
へ
の
誇
り
と

愛
着
を
育
み
な
が
ら
、
元
気
な
秋
田
市
を
｢次
世
代

に
、
つ
な
ぐ
｣た
め
、
市
勢
発
展
に
向
け
た
歩
み
を

｢さ
ら
に
、
前
へ
｣と
進
め
て
い
く
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
、
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

鮮
烈

-
金
農
ナ
イ
ン
が
く
れ
た
記
憶

冬晴れの太平山

旧県立美術館の活用について、意見
を出し合った｢せばなるあきた｣

旧県立美術館は｢(仮称)秋田市文化創造交流館｣
として、2020年度の開館をめざしています

新春
市長コラム

秋田ふるさと市民賞表彰式での金農野球部の
みなさん(上の写真)と、記念盾(左)とボトル

＊現在、運営管理計画素案に対するご意見を募集しています(企画調整課)。



６

元
年
７
月
▼

御
隅
櫓
と
佐
竹
義
堯

�
�
�
�

公
銅
像
が
完
成

11
月
▼

千
秋
美
術
館
オ
ー
プ
ン
　

２
年
４
月
▼

佐
竹
史
料
館
オ
ー
プ
ン

10
月
▼

国
勢
調
査
で
の
秋
田
市
の
人
口
が
30
万
人
突
破

３
年
７
月
▼

秋
田
自
動
車
道
秋
田
南
IC
〜
横
手
IC
間
開
通

４
年
１
月
▼

ア
メ
リ
カ
･キ
ナ
イ
半
島
郡
と
交
流
合
意
都
市
提
携

６
月
▼

ロ
シ
ア
･ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
と
姉
妹
都
市
提
携

８
月
▼

民
俗
芸
能
伝
承
館
オ
ー
プ
ン

５
年
１
月
▼

秋
田
市
役
所
が
完
全
週
休
二
日
制
に

４
月
▼

消
防
本
部
で
高
規
格
救
急
車
を
導
入

６
年
４
月
▼

ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
･セ
リ
オ
ン
オ
ー
プ
ン

▼

市
立
体
育
館
オ
ー
プ
ン

７
年
４
月
▼

秋
田
公
立
美
術
工
芸
短
期
大
学
が
開
学

８
年
４
月
▼

ア
ト
リ
エ
も
も
さ
だ
オ
ー
プ
ン

９
年
４
月
▼

秋
田
市
が
中
核
市
へ
移
行

10
年
３
月
▼

秋
田
南
大
橋
が
開
通

４
月
▼

秋
田
城
跡
外
郭
東
門
･築
地
塀
公
開

７
月
▼

秋
田
市
情
報
公
開
制
度
ス
タ
ー
ト

11
年
４
月
▼

中
高
一
貫
校
の
御
所
野
学
院
中
学
が
開
学

(高
校
は
翌
年
)

７
月
▼

市
制
110
周
年
記
念
式
典
開
催

▼

秋
田
港
に
定
期
フ
ェ
リ
ー
便
が
就
航

12
月
▼

八
橋
に
秋
田
市
保
健
所
が
移
転

12
年
７
月
▼

秋
田
駅
ぽ
ぽ
ろ
ー
ど
が
全
面
開
通

８
月
▼

２
０
０
０
年
国
連
軍
縮
秋
田
会
議
開
催

13
年
３
月
▼

千
秋
公
園
表
門
完
成

４
月
▼

市
営
ガ
ス
事
業
を
民
間
へ
移
管

11
月
▼

秋
田
大
橋
が
開
通

14
年
４
月
▼

総
合
環
境
セ
ン
タ
ー
新
溶
融
炉
が
稼
働

15
年
８
月
▼

太
平
山
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
ん
た
ら
め
オ
ー
プ
ン

16
年
７
月
▼

環
境
都
市
あ
き
た
宣
言
記
念
式
典
開
催

17
年
１
月
▼

秋
田
市
･河
辺
町
･雄
和
町
が
合
併

４
月
▼

水
道
局
と
下
水
道
部
が
一
つ
に
な
り

上
下
水
道
局
と
し
て
ス
タ
ー
ト

〈過去の広報あきたから、各年ごとに特徴ある出来事をピックアップしました。紙面の都合で掲載で
きなかった出来事が多々ありますが、30年のおもな流れということでご覧ください(広報広聴課)〉

秋田市制施行100周年とともに始まった｢平成｣。
この時代の節目に、秋田市のおもな出来事を広報あき
たから拾い読み、30年を振り返ります。

秋田市制施行100周年とともに始まった｢平成｣。
この時代の節目に、秋田市のおもな出来事を広報あき
たから拾い読み、30年を振り返ります。

市
制
100
周
年
記
念
式
典
開
催
 

クアドーム ザ･ブーンオープン

平成元年７月

平
成
３
年
８
月

平
成
４
年
12
月

太平山スキー場オーパスオープン

平成４年４月

姉妹都市のドイツ･パッサウ市から
贈られた｢友情の鐘｣除幕式を実施

平
成
９
年
３
月

秋
田
新
幹
線

が
開
業

各界の文化人らが集
� �

った｢第20回日
本文化デザイン会議 ’98秋田｣開催

平
成
10
年
５
月

平
成
11
年
４
月

▼

広
報
あ
き
た
が
タ
ブ
ロ
イ
ド

判
か
ら
現
在
の
Ａ
４
サ
イ
ズ
に

〝
ザ
･平
成
〟
秋
田
市
の
お
も
な
出
来
事

平成13年８月

｢第６回ワールドゲームズ in 秋田｣
開催。競技選手は世界から！

平
成
14
年
６
月

▼

義
足
の
キ
リ
ン

た
い
よ
う
が
天
国
へ

(写
真
手
前
)
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18
年
３
月
▼

市
営
バ
ス
事
業
が
終
了

６
月
▼

ア
メ
リ
カ
･セ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
市
と

姉
妹
都
市
提
携

19
年
９
月
▼

秋
田
中
央
道
路
開
通

10
月
▼

秋
田
市
水
道
100
周
年
記
念
式
典
開
催

20
年
７
月
▼

ふ
る
さ
と
納
税
｢き
ず
な
で
ホ
ッ
ト
し
て
ぃ

あ
き
た
寄
附
金
｣始
ま
る

12
月
▼

市
議
会
で
｢は
ず
む
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
｣

を
決
議

21
年
５
月
▼

西
部
市
民
Ｓ
Ｃ
が
オ
ー
プ
ン

７
月
▼

市
制
120
周
年
記
念
式
典
開
催

22
年
７
月
▼

セ
リ
オ
ン
が
道
の
駅
に

23
年
５
月
▼

北
部
･河
辺
･雄
和
の
各
市
民
Ｓ
Ｃ
がオ

ー
プ
ン

10
月
▼

高
齢
者
コ
イ
ン
バ
ス
事
業
始
ま
る

24
年
７
月
▼

秋
田
市
災
害
対
策
基
本
条
例
を
施
行

▼

家
庭
ご
み
有
料
化
始
ま
る

25
年
10
月
▼

総
合
環
境
セ
ン
タ
ー
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
完
成

26
年
４
月
▼

市
立
病
院
が
地
方
独
立
行
政
法
人
に
移
行

５
月
▼

南
部
市
民
Ｓ
Ｃ
が
オ
ー
プ
ン

27
年
８
月
▼

東
部
市
民
Ｓ
Ｃ
が
オ
ー
プ
ン

10
月
▼

秋
田
市
男
女
共
生
推
進
都
市
宣
言

記
念
式
典
開
催

28
年
４
月
▼

秋
田
城
跡
歴
史
資
料
館
が
オ
ー
プ
ン

５
月
▼

中
央
市
民
Ｓ
Ｃ
が
オ
ー
プ
ン

10
月
▼

｢秋
田
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
｣始
ま
る

▼

日
本
女
性
会
議
２
０
１
６
秋
田
開
催

12
月
▼

｢土
崎
神
明
社
祭
の
曳
山
行
事
｣が

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
決
定

29
年
４
月
▼

｢北
前
船
寄
港
地
船
主
集
落
｣が

日
本
遺
産
に
認
定

７
月
▼

新
屋
ガ
ラ
ス
工
房
オ
ー
プ
ン

10
月
▼

旧
秋
田
藩
主
佐
竹
氏
別
邸
(如�

�

斯�

亭�
�

)庭
園
公
開

30
年
３
月
▼

土
崎
み
な
と
歴
史
伝
承
館
オ
ー
プ
ン

４
月
▼

第
１
子
保
育
料
無
償
化
事
業
始
ま
る

10
月
▼

第
141
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
開
催

＊
開
催
月
が
ま
た
が
る
も
の
は
、
開
始
月
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

平成16年７月

秋田市･河辺町･雄和町が合併協定
書に調印。翌年１月に合併へ

平成16年８月

７月にオープンした秋田拠点センターアルヴ
ェで、｢秋田市建都400年記念式典｣を開催

平成19年９月

秋田わか杉国体･秋田わか杉大会を
開催。開会式は県営陸上競技場で

平成24年７月

エリアなかいち
オープン

平
成
25
年
４
月

秋
田
公
立
美
術

大
学
が
開
学

平
成
26
年
10
月

｢第
29
回
国
民
文
化
祭

あ
き
た
２
０
１
４
｣開
催

平成27年５月

｢東北六魂祭2015秋田｣開催

平成28年５月

市役所
新庁舎が
開庁

〝ともにつくり ともに生きる

人･まち･くらし〟の実現に向けて！

平成29年９月

ねんりんピック
秋田2017

SC＝サービスセンターの略

穂
　
積
　
　
　
志

石
　
井
　
周
　
悦

鎌
　
田
　
　
　
潔

市

長

副
市
長

副
市
長
　

小
　
林
　
一
　
夫

花
　
田
　
清
　
美

鈴
　
木
　
　
　
知

藤
　
枝
　
隆
　
博

工
　
藤
　
新
　
一

長
　
澤
　
孝
　
政

武
　
田
　
正
　
子

松
　
田
　
豊
　
臣

宇
佐
見
　
康
　
人

藤
　
田
　
　
　
信

武
　
内
　
伸
　
文

安

井
　
誠
　
悦

見
　
上
　
万
里
子

細
　
川
　
信
　
二

安
　
井
　
正
　
浩

田
　
中
　
　
　
勉

川
　
口
　
雅

佐
　
藤
　
純
　
子

倉
　
田
　
芳
　
浩

伊
　
藤
　
巧
　
一

佐
　
藤
　
哲
　
治

小
　
松
　
　
　
健

齊
　
藤
　
　
　
勝

佐
　
藤
　
宏
　
悦

伊
　
藤
　
一
　
榮

熊
　
谷
　
重
　
隆

菅
　
原
　
­­­­琢

哉

渡
　
辺
　
正
　
宏

岩
　
谷
　
政
　
良

小
野
寺
　
　
　
誠

石
　
塚
　
秀
　
博

成
　
沢
　
淳
　
子

小
　
原
　
　
　
讓

渡
　
辺
　
良
　
雄

藤
　
善
　
悦

工
　
藤
　
四
　
郎

鎌
　
田
　
修
　
悦

小
木
田
　
喜
美
雄

赤
　
坂
　
光
　
一

（
議
席
順
）

議

長

副

議
長

議

員
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

秋
田
市
議
会 謹

賀
新
年

齊

𠀋

了

ねんりんピック
秋田2017



何といっても高さ11.5㍍の特
大サイズの曳山が圧巻！ かなり
見上げないと写真におさまらない

ほどの大迫力！ 
その他にも、北前船の模型(10

分の１サイズ)や港ばやしの実
演など見どころたくさん♪ 実
演の日程など、詳しくは同館ホ

ームページをご覧ください。

土
崎
み
な
と
歴
史
伝
承
館

思
わ
ず
撮
り
に

行
き
た
く
な
る
ね

寒
い
か
ら
と
い
っ
て
、
お
家
の
中

で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

そ
ん
な
あ
な
た
に
、
い
ま
流は

行や

り

の
〝
イ
ン
ス
タ
映
え
〟
ス
ポ
ッ
ト
を

ご
案
内
！
冬
だ
か
ら
こ
そ
、
お
正
月

だ
か
ら
こ
そ
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
風
景

に
出
会
え
る
か
も
〜
。
ぜ
ひ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
！

開館時間u9:00〜17:00

休館日u火曜日、年末年始 入館料u無料

新屋ガラス工房

秋
田
市
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

は
、
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
も
随

時
紹
介
し
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ロ
ー
し
て
ね
♪

ア
ク
セ
ス
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら→

今年度は開館記念として12月29日(土)･30日(日)、
１月２日(水)･３日(木)に開館します！

住所u土崎港西三丁目10-27　問u (838)4244

ホームページuhttp://tuchizaki.com/

熱
い
夏
を
思
い
出
す
、
大
迫
力
が
目
の
前
に
！

クオリティ高い作品の数々！
 

　

   

８

建物の内と外、どっちも
インスタ映えの宝庫♪ ショ
ップには、カラフルなガラ
スの食器や小物が季節ごと
のテーマで並べられ、思わ
ずシャッターを押したくな
るスポットです。　　

カフェで使われて
いる器には工房オリ
ジ ナ ル 作 品 も あ っ
て、見た目と味の両方
を楽しむことも!!

開館時間u9:00〜17:00 休館日u火曜日、年末年

始(今年度は12/28(金)〜１/４(金))　入館料u無料

住所u新屋表町５-２　問u (853)4201

ホームページuhttps://araya-glass.akita.jp
＊一部撮影不可の作品もありますのでご了承ください。



季節によって、さまざまに表情を変
える旧秋田藩主佐竹氏別邸(如斯亭)庭

園。特に主屋からの眺めは格別で
す♪ 今の時期は、ふんわり雪化粧

した庭園が見どころのひとつ。風情
ある景色に癒やされてみませんか？

あきた舞妓のみなさんもお
すすめの千秋公園。春のお花
見、秋の紅葉など、四季折々、

色とりどりの景色を楽し
むことができます。

特に、大手門のお堀がおす
すめ。夏は一面にハスの花が咲
き誇り、冬は水面になかいちの
イルミネーションが映り込んで
幻想的な雰囲気になります。

〝会える秋田美人〟あきた舞妓にもぜひ会い
に来てくださいね〜♪

冬のインスタ映えの定番｢イ
ルミネーション｣。エリアなか
いちや秋田駅周辺では、冬を素
敵に彩り〝あったかい雪降る
街〟を演出する｢あきた光のフ
ァンタジー｣を２月28日(木)まで
開催しています。 

中心市街地全体が美しい光に
包まれる、冬ならではのイベン
ト♪ ぜひお越しください！

開園時間u 12月〜３月＝9:30〜16:00

４月〜11月＝9:00〜16:30

休園日u年末年始(今年度は12/29(土)〜１/３(木))

入園料u一般200円、高校生以下無料

住所u旭川南町２-73　問u (834)6300

旧秋田藩主佐竹氏別邸
(如

じ ょ

斯
し

亭
て い

)庭園

◆あきた舞妓…千秋公園
内のあきた文化産業施
設｢松下｣を中心に活動
中。毎週土曜日には｢あ
きた舞妓劇場｣を開催し
ています(要予約)。

詳しくは、次のホームページをご覧になるかお問い合わ
せください。http://www.matsushita-akita.jp
問u株式会社せん (827)3241

千
秋
公
園

雪吊りした松と青空

問uにぎわい交流館 (853)1133

ホームページuhttp://akita-nakaichi.com/winter-park/

ゆったり時が過ぎる癒
い

やしの空間

い
ざ
っ
！
キ
ラ
キ
ラ
の
世
界
へ

春
夏
秋
冬
、

ど
の
季
節
も
見
逃
せ
な
い
！
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住所u仁別字マンタラメ ☎(827)2301
営業時間u10:00〜20:00　入館料u510円　
休館日u木曜日(不定)(年末年始は無休)

＊大人料金のみ記載しています。また、年末年始で営業時間が変更する施設もありますので、お出かけ前にご確認ください。

住所u河辺三内字外川原 ☎(883)2020
営業時間u10:00〜21:00(月曜は19:00まで)　
入浴料u390円
休館日u第４月曜日、12/31(月)〜１/２(水)

住所u雄和神ヶ村字舟卸 ☎(887)2575
営業時間u6:00〜8:00、9:00〜21:00
入浴料u360円　休館日u第４水曜日

        

入浴料 休館

住所u仁別字マンタラメ ☎(827)2111
営業時間u10:00〜20:00(月曜は12:00から)　
入浴料u300円　休館日u無休　
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